
Title ＜新刊紹介＞島津忠夫編著『和歌史の構想』

Author(s) 堤, 和博

Citation 語文. 1991, 56, p. 45-46

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/68829

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



新
刊
紹
介

島
津
忠
夫
編
著

『和
歌
史
の
構
想
』

三
諸
の
神
の
帯
ば
せ
る
泊
瀬
川
水
脈
し
絶
え
ず
は
わ
れ
忘
れ
め
や

翁
万
葉
集
』
巻
九

。
一
七
七
〇
）

「
俺
は
別
に
い
い
よ
」
っ
て
何
が
い
い
ん
だ
か

わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
う
な
づ
い
て
い
る

（俵
万
智

・
角
川
短
歌
賞
）

厳
密
で
は
な
い
が
、
本
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
歌
の
う
ち
詠
作
時
期
が
最
も

古
い
も
の
に
属
す
る
歌
と
、
最
も
新
し
い
と
思
わ
れ
る
歌
を
引
い
て
み
た
。
こ

の
間
に
も
和
歌
は
脈
々
と
詠
み
継
が
れ
、
日
本
文
学
史
を
彩
り
続
け
て
い
た
こ

と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
例
え
ば
こ
の
泊
瀬
川
を
三
諸
の
神

の
帯
に
見
立
て
た
歌
と
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
う
な
づ
き
を
詠
ん
だ
短
歌
に
も
何

か
つ
な
が
り
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
を
解
明
す
る
に
は
当
然
上
代
か

ら
現
代
ま
で
を
視
野
に
入
れ
た

「
和
歌
史
」
の
研
究
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
日
本
文
学
史
」
は
勿
論
の
こ
と
、
「
～
史
」
と
い
っ
た
研
究
が
困
難

で
あ
る
こ
と
は

（私
の
ご
と
き
者
に
は
ま
だ
ま
だ
伺
い
知
れ
な
い
こ
と
で
は
あ

る
が
）、
多
く
の
大
家
が
等
し
く
眩
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「和
歌
史
」
の
研

究
も
そ
れ
程
数
多
い
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
に
、
「和
歌
史
」
を
語
り
得
る
人
物
は
数
少
な
い
と
思
わ
れ
る
の

だ
が
、
そ
の
中
の

一
人
に
本
書
の
編
著
者
島
津
忠
夫
先
生
が
数
え
ら
れ
る
こ
と

堤

日
Ｈ
壬
↑

は
、
先
生
を
知
る
者
な
ら
誰
も
が
認
め
る
で
あ
ろ
う
。
後
に
も
触
れ
る
よ
う
に

島
津
先
生
自
身
近
い
将
来

「和
歌
史
」
を
執
筆
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
て
お
ら
れ

る
よ
う
な
の
だ
が
、
そ
れ
よ
り
前
に
、
先
生
が
教
授
と
し
て
ち
ょ
う
ど
十
年
勤

め
ら
れ
た
大
阪
大
学
教
養
部
を

一
九
九
〇
年
三
月
を
も
っ
て
定
年
退
官
な
さ
っ

た
の
を
記
念
し
て
編
ま
れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
執
筆
者
に
は
、
島
津
先
生
の

授
業
を
受
け
た
経
験
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
大
阪
大
学
に
縁
の
あ
る
研
究
者
が

広
く
名
を
連
ね
て
い
る
。
ま
た
そ
の
内
容
は
、
上
代
か
ら
近
代
ま
で
各
自
が
専

門
と
す
る
時
代
の
和
歌

・
短
歌
に
つ
い
て
論
述
し
た
も
の
を
集
め
た
も
の
に
な

っ
て
い
る
。
目
次
を
示
せ
ば
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

序
　
島
津
忠
夫
　
和
歌
史
の
構
想
　
島
津
忠
夫
　
天
雲
の
影
さ
へ
見
ゆ
る
―
記

紀
万
葉
に
み
る
泊
瀬
川
の
諸
相
―
　
和
田
嘉
寿
男
　
憶
良
の
言
葉

「存
亡
の
大

期
」
又
々
の
説
―
言
説
を
離
れ
彗
量
を
絶
つ
―
　
井
村
哲
夫
　
大
伴
家
持
の
風

土
表
現
考
―
佐
保
の
山
辺
か
ら
高
円
の
野
の
上
ま
で
―
　
清
原
和
義
　
和
歌
真

名
序
考
　
後
藤
昭
雄
　
拾
遺
抄

・
拾
遺
集
の
屏
風
歌
の
意
義
―

「
延
喜
御
時
」

を
め
ぐ

っ
て
―
　
田
島
智
子
　
彰
子
入
内
料
屏
風
絵
と
和
歌
　
伊
井
春
樹

「近
頃
の
歌
」
と
の
類
似
を
め
ぐ

っ
て
―
平
安
後
期
―
鎌
倉
初
期
の
意
識
―

佐
藤
明
浩

　

「物
語
二
百
番
歌
合
」
か
ら

「
風
葉
和
歌
集
」
へ
　
大
槻
修
　
慈

博



円

「法
楽
百
首
群
」
の
範
囲
と
性
格
　
山
本

一　

西
行

。
寂
然

。
慈
円

。
良
経

の
六
道
の
歌
を
読
む
　
谷
知
子

　

『十
訓
抄
』
に
於
け
る
和
歌
―
先
行
文
献
か

ら
の
考
察
―
　
泉
基
博
　
風
雅
集
随
便
抄
―
四
季
巻
頭
四
首
―
　
大
坪
利
絹

歴
代
和
歌
の
風
情
書
上
帳

［雁
の
部
］
　

今
井
優
　
一
一
つ
の

「稲
負
鳥
」
―
宗

祗
流
古
今
注

「裏
説
」
の
性
格
―
　
寺
島
樵

一
　

『続
明
題
和
歌
集
』
の
性
格

―
内
容

。
成
立
時
期

・
編
者

・
編
纂
目
的
な
ど
の
問
題
―
　
一二
村
晃
功
　
良
寛

を
め
ぐ
る
人
々
―
由
之

。
鵠
斎

・
光
枝
―
　
長
谷
完
治
　
晶
子
短
歌
と
泣
菫
詩

―

『小
扇
』
『恋
衣
』
を
中
心
と
し
て
―
　
山
根
賢
吉
　
誓
子
と
茂
吉
―
茂
吉

短
歌
の
俳
旬
性
―
　
神
谷
か
を
る

個
々
の
論
文
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
題
目
が
雄
弁
に
物
語
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
い
ち
い
ち
紹
介
す
る
の
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

く
。
し
か
し
各
論
文
が
編
著
者
自
身
序
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
る

「
本
書
が
和
歌

史
の
研
究
の
進
展
の
た
め
に
寄
与
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。」

と
い
う
期
待
に
沿
う
内
容
を
備
え
て
い
る
こ
と
だ
け
は
申
し
添
え
て
お
き
た
い
。

本
書
の
次
に
は
島
津
先
生
自
身
に
よ
る

「
和
歌
史
」
の
執
筆
が
待
た
れ
る
が
、

先
生
は
こ
れ
も
本
書
の
序
文
で

「
『和
歌
史
論
考
」
を
纏
め
た
い
と
い
う
希
望

は
捨
て
て
は
い
な
い
が
、
そ
れ
は
い
つ
の
こ
と
と
も
知
れ
な
い
。
あ
る
い
は
幻

に
な
っ
て
、
今
で
は
多
く
の
手
を
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
和
歌
史
の
論
考
の
断
片

だ
け
が
残
る
こ
と
に
も
な
り
兼
ね
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「あ
る
い
は

幻
と
な
っ
て
」
以
下
の
言
葉
は
御
謙
遜
と
拝
察
す
る
。
先
生
に
は

「
日
本
文
学

史
」
も
書
い
て
い
た
だ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。　
一
日
も
早
い
島
津
忠
夫
著

『
和
歌
史
論
考
』
の
刊
行
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
一
九
九
〇
年
二
月
、
和
泉
書
院
刊
、
Ａ
４
版
、
四
百
十
二
頁
、
定
価

一
万

千
円
）

―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
在
学
―




